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設計資産の再構築により、継続開発を支えます

複雑化した設計資産を「読み解き」、AI活用にも適した開発基盤を実現します

設計資産再構築・最適化サービス
~設計資産を分析・可視化し、AI活用に適した開発基盤の実現を支援~

 部品EOLやFPGA・CPU更改、OS更新に伴う設計課題に対応し、設計資産を再構築します。

 設計資産を整理・文書化し、将来の開発に活用できる基盤として再定義します。

■設計資産を「読み解く」ところから始めます

ブラックボックス化した設計資産を可視化し、AI分析を活用して再構築方針を策定。

■ソフトウェア・ハードウェア・FPGAを一体で最適化します

構造全体を踏まえた設計判断により、将来の保守・拡張しやすい設計を実現。

■ドキュメントまで含めて設計資産として整備します

再構築後の構造や設計意図を仕様書・設計書として整備し、継続開発や拡張を支える開発基盤を構築。
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本サービスの適用例（ユースケース）

設計資産再構築・最適化：
2026.7

サービス内容

＃ サービスメニュー サービス内容

1 ソフトウェア基盤更新

・言語・OS・フレームワーク・DBを更新

・構造見直しを伴うモダナイゼーションを実施

・組み込み・業務システム双方に対応

2 アーキテクチャー見直し
・責務分離の観点で構造を整理

・構造整合性を確保し、設計観点で最適化

・システム全体を踏まえた構造見直しを実施

3 リファクタリング

・既存コードの構造・依存関係を解析

・コーディング規約に基づき構造を整理

・内部構造を最適化（可読性・保守性の向上）

・共通化、例外処理、ログを強化

4

ハードウェア・FPGA連携最適化

当社「部品EOL向けリメイクサービス」、

「FPGA向けリターゲティングサービス」と連携

・ハードウェア依存や制約を調査・整理

・リアルタイム性やリソース制約を踏まえた設計見直し

・ハードウェア・FPGAを含めた構造最適化

5

ドキュメント整備

当社「ドキュメンテーション支援サービス」と

組み合わせ可能

・仕様書・設計書を再整備

・構造・変更点をドキュメント化

・再利用・引き継ぎを見据えたドキュメント化

・英語化によりグローバル開発に対応

サービスフロー

*1：ソフトウェアの構造を役割ごとに整理する設計手法の一つで、データ（Model）、画面（View）、処理や制御（View Model）に分けて構成

【ケース2】 品質と保守性を高める設計資産の再構築

アーキテクチャーとの乖離や構造の複雑化に対し、MVVM*1に基づく構造の見直しとAIを活用したコード解析を

  実施。品質・保守性・拡張性を高め、機能追加や将来対応が容易な開発基盤を実現。

【ケース1】 継続開発を支える設計資産の再構築

   複雑化したソフトウェア資産に対し、言語移行（マイグレーション）や構造改善（モダナイゼーション）、

AIを活用したコード解析により、外部リソース活用にも対応可能な開発資産へ再構築。
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